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今月の表紙

A：会津塩川バルーンフェスティバル〈喜多方市〉
　　�10月９日㈰、10日（月・祝）に開催される喜多方市塩川町の「会津塩川バルーン
フェスティバル」。コロナ禍で２年連続中止となっていましたが、今年は３年振り
の開催となります。全国各地から約25機のバルーンが集結し、秋空へいっせいに
飛び立つ姿は一見の価値ありです。

Ｂ：くにみマルシェ〈国見町〉
　　�県内各地の旬な農産物と県内外の道の駅グルメが大集合する「くにみマルシェ」が
10月22日㈯、23日㈰に道の駅国見あつかしの郷で開催されます。生産者らが農産
物の安全性とおいしさを PR する福島県消費者風評対策市町村支援事業であり、野
菜・果物・６次化商品など計25店舗が出店し自慢の逸品が味わえます。

Ｃ：二本松の菊人形〈二本松市〉
　　�東北の秋を華やかに彩る「第66回二本松の菊人形」が10月８日㈯から11月13日
㈰まで、県立霞ヶ城公園（国指定史跡「二本松城跡」）を会場に開催されます。「竹
取物語」をテーマに、艶やかな菊の花と色づく紅葉が会場全体をうめつくします。

地域発！現場検証シリーズ　　� 2
　株式会社 クラロン　～スポーツウェアの「クラロン」　多様性雇用の先駆け、従業員の36％が障がい者～
� 代表取締役会長　田中 須美子

企業訪問　　� 　 5
　内池醸造株式会社　～「不易流行」を堅実に実践し、食文化の発展に貢献する企業～

寄　稿　　� 　 9
　福島復興、DX・セキュリティについて� 経済産業省�サイバーセキュリティ・情報化審議官　上村 昌博

調　査　　� 　 15
　第81回　福島県内景気動向調査　～2022年度上期現況と2022年度下期見通し～

福島経済マンスリー　　� 　 35
　７月の県内経済は、一部に持ち直しの動きがみられるが、全体では引き続き厳しい状況にある。

寄　稿　　� 　 41
　景気見通し（2022年秋）
　薄氷の景気回復持続、米欧に依存　―最大のリスクである米欧景気後退の確率は30％―
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安積の歴史シリーズ　　� 　 51
　第31回　近代　近世の用水と安積疏水⑴� 郡山市文化財保護審議会　委員　柳田 和久

私の研究　　� 　 56
　地球環境科学からのアプローチ� 桜の聖母短期大学　キャリア教養学科　准教授　佐藤 佳子
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　育児介護休業法の改正� 渡辺健寿法律事務所　弁護士　渡辺 健寿
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